
平
成
二
十
八
年
二
月
二
日
提
出

質

問

第

一

一

〇

号

国
会
審
議
へ
の
遅
刻
で
防
衛
省
幹
部
が
処
分
さ
れ
た
こ
と
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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国
会
審
議
へ
の
遅
刻
で
防
衛
省
幹
部
が
処
分
さ
れ
た
こ
と
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

中
谷
防
衛
大
臣
は
本
年
一
月
二
十
一
日
、
同
月
十
八
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
遅
刻
し
た
と
し
て
、
防
衛
省
の
�
部
朗
整

備
計
画
局
長
、
防
衛
装
備
庁
の
石
川
正
樹
官
房
審
議
官
、
堀
地
徹
装
備
政
策
部
長
の
三
人
を
訓
戒
処
分
と
し
た
。
ま
た
黒
江
哲

郎
防
衛
事
務
次
官
、
渡
辺
秀
明
防
衛
装
備
庁
長
官
、
豊
田
硬
官
房
長
ら
三
人
も
、
監
督
責
任
が
あ
っ
た
と
し
て
注
意
処
分
と
し

た
。右

と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
九
〇
第
八
一
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
大
雪
の
影
響
で
国
会
審
議
に
遅
刻
し
た
と
し
て
、
防
衛
省
の
�
部
朗
整
備
計
画
局
長
、
防
衛
装
備

庁
の
石
川
正
樹
官
房
審
議
官
、
堀
地
徹
装
備
政
策
部
長
の
三
人
が
訓
戒
処
分
と
さ
れ
、
ま
た
、
黒
江
哲
郎
防
衛
事
務
次
官
、

渡
辺
秀
明
防
衛
装
備
庁
長
官
、
豊
田
硬
官
房
長
ら
三
人
も
、
監
督
責
任
が
あ
っ
た
と
し
て
注
意
処
分
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
、

今
回
の
遅
刻
は
、
大
雪
の
影
響
が
原
因
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
右
六
人
へ
の
処
分
は
い
き
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
、
中
谷
防
衛
大

臣
の
見
解
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
九
〇
第
八
一
号
）
で
は
、
「
御
指
摘
の
事
案
に
関
し
平
成

二
十
八
年
一
月
二
十
一
日
に
防
衛
大
臣
が
行
っ
た
訓
戒
及
び
注
意
は
、
訓
戒
等
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
三
十
一
年
防
衛
庁
訓

令
第
三
十
三
号
）
に
基
づ
き
、
行
為
の
態
様
、
影
響
等
を
含
め
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

一



適
切
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
国
会
審

議
に
影
響
を
与
え
て
も
い
な
い
。
今
回
の
処
分
は
常
識
的
に
考
え
て
も
い
き
す
ぎ
で
は
な
い
か
。
改
め
て
、
中
谷
防
衛
大
臣

の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


